
【様式３】

■研究目的・方法

【目的】
診療プロセスと診療に関係した患者情報が標準化されていないため、予後から見た診療機
能評価が行われておらず、それらが診療報酬に反映されることも不可能であることがあげられ
る。上記の問題を解決するための一つの手段として、日本集中治療医学会では、我が国の
ICUに入室し管理を受けた患者についての多施設登録システムの開発を行っており、集中治
療の客観的評価、参加施設間の差についての客観的指標（患者重症度と死亡率比較など）
を得ることができるようになり、質改善のPDCAサイクルを回すことにより、最終的には治療成
績の向上が期待できる。
【方法】
ＷＥＢデーターベースへの症例登録

■研究に用いる
　　試料・情報の種類

電子カルテに記録されている患者基本情報及び医療情報とし、個人情報は含まない。
・性別及び年齢
・バイタルサイン
・血液検査結果
・医療機器の装着の有無とデバイス名称
・重症度スコア
・転帰

情報公開用文書（藤沢市民病院で実施する医学系研究）　

■研究課題名 患者情報システムを用いた集中治療部の機能評価 (JIPAD事業)

2022年　4月　12日作成

■研究の対象 EICU(救命救急センター集中治療室)に入室するすべての患者を対象とする。

　本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。
　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧する
ことができますので、下記連絡先まで電話またはFAXにてお申し出ください。
　また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけいない場合には
研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、患者さんに不利益が生じることはございません。

お問い合わせ先及び研究への利用を拒否する場合の連絡先：

〒２５１－８５５０　藤沢市藤沢２丁目６番１号
藤沢市民病院　救急科　　　（研究責任者）　赤坂　理
電話番号：０４６６－２５－３１１１（代表）　　FAX：０４６６－２５－３５４５

倫理委員会承認日から　　　　2024年　　3月　31日■研究期間

■試料・情報の
　　取得と保管方法

電子カルテの情報を記録紙に記載し、データベース入力後機密文書破棄する

■外部への
　　試料・情報の提供

収集した情報をＷＥＢ上データベースに入力する。


